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令
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元
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11
月
16
日 

発
行

８
月
３
日
（
土
）
、
瀬
峰
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

今
年
で
７
回
目
と
な
る
「
せ
み

ね
っ
子 

た
か
し
み
ず
っ
子
あ
つ

ま
～
れ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
今
年

も
た
く
さ
ん
の
方
に
、
参
加
い
た

だ
き
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
、

水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
昔
の
遊
び

等
、
世
代
を
問
わ
ず
参
加
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
多
く
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
ス
イ
カ
割
り
を
行

い
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
暑
い

中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域支援事業【歳末たすけあい募金配分事業】

せみねっ子　たかしみずっ子
あつま～れ

スイカはどこだ？

高
清
水
支
部
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な
み
「
敬
老
に
関
す
る
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
業
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
高
清
水
地
区
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生
か
ら
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
９
月
14
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
高
清
水
地

区
敬
老
会
（
旧
高
清
水
中
学
校
体
育
館
）
で
表
彰
し
ま
し
た
。
作
文
は

朗
読
、
ポ
ス
タ
ー
は
入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敬
老
に
関
す
る
作
文

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集
事
業

高
清
水
支
部
事
業

作
文
の
部

【
小
学
校
】

最
優
秀
賞

　
６
年
　
武
田
　
悠
詩
さ
ん

優
秀
賞

　
６
年
　
佐
藤
　
唯
華
さ
ん

　
５
年
　
佐
々
木
柚
綺
さ
ん

優
良
賞

　
６
年
　
千
葉
　
結
衣
さ
ん

　
２
年
　
武
田
　
千
央
さ
ん

【
中
学
校
】

最
優
秀
賞

　
１
年
　
佐
藤
　
優
磨
さ
ん

優
秀
賞

　
３
年
　
髙
橋
　
愛
美
さ
ん

優
良
賞

　
２
年
　
齋
　
羽
津
季
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
の
部

【
小
学
校
】

最
優
秀
賞

　
３
年
　
佐
藤
　
　
諒
さ
ん

優
秀
賞

　
４
年
　
森
　
　
叶
望
さ
ん

優
良
賞

　
１
年
　
熊
谷
倫
太
朗
さ
ん
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総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
高
清
水
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
館
）

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
高
清
水
支
所
　
電
話
：
58-

３
６
３
７

令
和
元
年

　12
月
９
日（
月
）

令
和
2
年

　１
月
６
日（
月
）

令
和
元
年

　11
月
18
日（
月
）

12
月
23
日（
月
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

～第６区地区社協～
会長　北村　孝一

９
月
27
日
（
金
）
、
高
清
水

生
涯
学
習
館
を
会
場
に
、
く

り
は
ら
元
気
ア
ッ
プ
体
操
を

行
い
ま
し
た
。

体
操
後
は
、
皆
で
揃
え
た

リ
コ
ー
ダ
ー
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
自
主
練
習
を
す
る

人
も
い
る
ほ
ど
、
参
加
者
に

と
っ
て
楽
し
み
な
時
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
お
誕
生
会
も

行
わ
れ
、
飲
み
物
や
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

９
月
に
高
清
水
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
敬
老
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

す
い
せ
ん
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
舞
踊
や
昔
語
り
、
日
本
民

謡
桃
光
会
の
皆
さ
ん
の
太
鼓
や

三
味
線
の
生
演
奏
な
ど
を
聞
き
、

利
用
者
は
満
面
の
笑
み
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
に
上
が
り
一
緒

に
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

高清水
 デイサービスセンター

技
術
養
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の

お
知
ら
せ
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
）

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
を
左
記

日
程
に
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

[

日 

時]

12
月
19
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
正
午

[

場 

所]

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目
6
番
1
号
）

[

定 

員]

30
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

[

申
込
締
切]

12
月
6
日
（
金
）

[

申
込
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7

「
合
同
相
談
」の
お
知
ら
せ

栗
原
市
民
向
け
に
左
記
日
程
に
て

合
同
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

[

日 

時]

①
②
と
も
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

①
11
月
30
日
（
土
） 

②
12
月
14
日
（
土
）

[

場 

所]

①
栗
駒
老
人
憩
い
の
家
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
荘

②
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

[

内
容]

生
活
困
窮
や
日
常
生
活
で
の

困
り
ご
と
相
談
、
社
会
保
障
の
し
く

み
講
座
（
年
金
な
ど
）

※

講
話
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

[

問
合
せ
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7
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